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（Ⅰ）教育に関する目標

１．評価結果及び判断理由

【評価結果】 中期目標の達成状況がおおむね良好である

判断理由 教育に関する目標 に係る中期目標 ４項目 のうち １項目が 良（ ） 「 」 （ ） 、 「

好 、３項目が「おおむね良好」であり、これらの結果を総合的に判断し」

た。

（参考）

平成 ～ 年度の評価結果は以下のとおりであった。16 19

【評価結果】 中期目標の達成状況がおおむね良好である

（判断理由） 「教育に関する目標」に係る中期目標（４項目）のうち、１項目が「良好 、３項」

目が「おおむね良好」であり、これらの結果を総合的に判断した。

２．各中期目標の達成状況

① 教育の成果に関する目標

【評価結果】 中期目標の達成状況が良好である

（判断理由） 平成 ～ 年度の評価結果は「教育の成果に関する目標」の下に定16 19
められている具体的な目標（２項目）のすべてが「良好」であったこと

から 「中期目標の達成状況が良好である」であった。、

平成 、 年度の達成状況を踏まえた結果は、２項目のすべてが「良20 21
好」とし、これらの結果に加え、学部・研究科等の現況分析における関

連項目「学業の成果 「進路・就職の状況」の結果も勘案して、総合的に」

判断した。

＜特記すべき点＞

（優れた点）

○ 中期計画「実践的教育を強化する」について、教養教育科目として少人数での自発

的学習により思考力・判断力・表現力を養う「学修原論」や、総合的視野を養う「総

合科目」を開設し、特色ある大学教育支援プログラムに採択された「多文化共生社会

の構築に貢献する人材の育成」を有効に活用して地域貢献活動・体験学習等を取り入

、 、 。れていることは 実践的な能力の涵養が図られている点で 優れていると判断される

（特色ある点）

○ 中期計画「外国語を読み・書き・聞き・話す能力を身に付け、世界各国の事情を学

び、国際化に対応できる人材を養成する。その検証には、国際的な語学能力検定試験

（ など）を利用する」について、学生の自主性を重視する指導、教材や教科内TOEIC
、 、 、容について学生との協議を行うことにより 自律的学習の促進が図られており また

を活用した検証も行われていることは、特色ある取組であると判断される。TOEIC
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② 教育内容等に関する目標

【評価結果】 中期目標の達成状況がおおむね良好である

（判断理由） 平成 ～ 年度の評価結果は「教育内容等に関する目標」の下に定16 19
められている具体的な目標（２項目）のうち、１項目が「良好 、１項目」

が「おおむね良好」であったことから 「中期目標の達成状況がおおむね、

良好である」であった。

平成 、 年度の達成状況を踏まえた結果は、１項目が「良好 、１20 21 」

項目が「おおむね良好」とし、これらの結果に加え、学部・研究科等の

現況分析における関連項目「教育内容 「教育方法」の結果も勘案して、」

総合的に判断した。

＜特記すべき点＞

（優れた点）

○ 中期計画「教員の教育能力の向上に努める」について、全学的にベストティーチャ

ー表彰制度を導入し、被表彰者への教育研究資金の配分を行っていることは、教員の

教育内容改善に対するインセンティブを高めている点で、優れていると判断される。

○ 中期計画「全学部において （ ）を導入する」について、全学GPA Grade point average
部においてグレード・ポイント・アベレージ（ ）を導入し、 を利用して各学GPA GPA
部から推薦された成績が優秀な学生に対する顕彰制度を設けていることは、教育効果

の向上が図られている点で、優れていると判断される。

（特色ある点）

○ 中期計画「国内外の教育研究機関での実習や学外組織とのネットワーク授業を推進

する」について、大学院教育改革支援プログラム等を活用し、海外の学生・教員との

交流が積極的に推進されていることは、特色ある取組であると判断される。

③ 教育の実施体制等に関する目標

【評価結果】 中期目標の達成状況がおおむね良好である

（判断理由） 平成 ～ 年度の評価結果は「教育の実施体制等に関する目標」の16 19
下に定められている具体的な目標（１項目）が「おおむね良好」であっ

たことから 「中期目標の達成状況がおおむね良好である」であった。、

平成 、 年度の達成状況を踏まえた結果は、１項目が「おおむね良20 21
好」とし、この結果に加え、学部・研究科等の現況分析における関連項

目「教育の実施体制」の結果も勘案して、総合的に判断した。

＜特記すべき点＞



- 3 -

（優れた点）

○ 中期計画「大学評価委員会及び自己評価専門委員会を中心に、学生の授業評価、学

生による教育に対する満足度調査、卒業生やその職場の意向調査を定期的に実施し、

。 、 、その結果を公表する また 関係委員会が指摘された問題点に対する改善策を立案し

確実に実行するシステムを構築する」について、学生による授業評価結果を組織的に

検証し、学生代表を交えた懇談会の実施や評価が低い科目の改善検証、ベストティー

チャー被表彰者による公開模擬授業を行っていることは、教育内容の改善につなげて

いる点で、優れていると判断される。

（特色ある点）

○ 中期計画「教育、研究、社会貢献、管理運営面の貢献など多面的な評価を行うシス

テムを確立し、教員の諸活動の支援と啓発を行うとともに、その評価結果を人事配置

などに反映させる」について、全教員を対象に教育、研究、社会貢献、管理運営の４

領域に対する評価を実施しており、評価結果は学外へ公表し、人事・給与面へ反映さ

、 、せるシステムも構築されていることは 評価結果を積極的に活用する試みである点で

特色ある取組であると判断される。

④ 学生への支援に関する目標

【評価結果】 中期目標の達成状況がおおむね良好である

（判断理由） 平成 ～ 年度の評価結果は「学生への支援に関する目標」の下に16 19
定められている具体的な目標（１項目）が「おおむね良好」であったこ

とから 「中期目標の達成状況がおおむね良好である」であった。、

平成 、 年度の達成状況を踏まえた結果は、１項目が「おおむね良20 21
好」であることから判断した。

＜特記すべき点＞

（優れた点）

○ 中期計画「インターンシップを推進し、企業、公的機関、学校、施設等において学

生に実務経験を積ませる」について、インターンシップ受入企業推進開拓事業受託者

との連携により多数の機関においてインターンシップが実施されているとともに、受

入れ期間中に受入れ先への訪問調査等を行い次年度に役立てていることは、学生への

支援が積極的に行われている点で、優れていると判断される。

（特色ある点）

○ 中期計画「障害をもつ学生への支援体制を創設する」について、介助支援者の雇用

や、学生によるノートテイカーの実施と配置等の工夫が行われていることは、特色あ

る取組であると判断される。
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（Ⅱ）研究に関する目標

１．評価結果及び判断理由

【評価結果】 中期目標の達成状況が良好である

（判断理由） 「研究に関する目標」に係る中期目標（２項目）のすべてが「良好」

であることから判断した。

（参考）

平成 ～ 年度の評価結果は以下のとおりであった。16 19

【評価結果】 中期目標の達成状況が良好である

（判断理由） 「研究に関する目標」に係る中期目標（２項目）のすべてが「良好」であることか

ら判断した。

２．各中期目標の達成状況

① 研究水準及び研究の成果等に関する目標

【評価結果】 中期目標の達成状況が良好である

（判断理由） 平成 ～ 年度の評価結果は「研究水準及び研究の成果等に関する16 19
目標」の下に定められている具体的な目標（１項目）が「良好」であっ

たことから 「中期目標の達成状況が良好である」であった。、

、 、 「 」 、平成 年度の達成状況を踏まえた結果は １項目が 良好 とし20 21
この結果に加え、学部・研究科等の現況分析における関連項目「研究活

動の状況 「研究成果の状況」の結果も勘案して、総合的に判断した。」

＜特記すべき点＞

（優れた点）

○ 中期計画「生命体における、増殖、分化、高次機能発現、再生、退行などの情報受

容伝達系の研究」及び「重粒子線利用等による低侵襲がん治療法の開発」について、

グローバル プログラム「生体調節シグナルの統合的研究」及び 世紀 プロCOE 21 COE
「 」 、グラムの革新的学術分野 加速器テクノロジーによる医学・生物学研究 等を活用し

広範囲かつ着実な研究を推進していることは、優れていると判断される。

○ 中期計画「研究成果の公表、特許出願を奨励する」について、医学・工学系の教職

員に対して特許相談の体制を整備し、また、学内の知的財産の管理・公開等を行って

いることにより、特許出願件数が増加し、学内外での活用と技術移転の推進に寄与し

たことは、優れていると判断される。

（特色ある点）

○ 中期目標「地域社会に発生する様々な問題や課題について、学外の関係機関や自治
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体等と共同研究を積極的に実施し、その成果を地域社会に広く還元する」について、

群馬県内の公的研究機関との連携によるケイ素に関係する専門分野を持つ教員等の教

育・研究活動の実施、群馬県教育委員会との学校現場が抱える課題についての共同研

究の実施、群馬県との共同による中小企業の経営者に向けたセミナー「医工連携交流

会」の開催等、地域産官、 等との連携協力による研究活動等が展開されており、NPO
学外の関係機関や自治体等と共同研究を積極的に行っていることは、特色ある取組で

あると判断される。

② 研究実施体制等の整備に関する目標

【評価結果】 中期目標の達成状況が良好である

（ ） 「 」判断理由 平成 ～ 年度の評価結果は 研究実施体制等の整備に関する目標16 19
の下に定められている具体的な目標（１項目）が「良好」であったこと

から 「中期目標の達成状況が良好である」であった。、

平成 、 年度の達成状況を踏まえた結果は、１項目が「良好」であ20 21
ることから判断した。

＜特記すべき点＞

（優れた点）

○ 中期計画「学部、専攻の枠を越えて教員が研究組織を構成しやすいシステムを検討

する」及び「文部科学省科学研究費補助金、他の省庁、外郭団体、財団等の助成金を

積極的に獲得するよう奨励する」について、 世紀 プログラム及びグローバル21 COE
、 、COEプログラムの採択を受けそれらを円滑に推進していることや 科学研究費補助金

省庁・各種財団等の助成金を獲得し、複合領域にまたがる研究活動が活発に行われて

いることは、優れていると判断される。

（特色ある点）

○ 中期計画「知的財産を発掘し、権利を保全し、権利を財産として育てるためのシス

テムを構築する」について、研究・知的財産戦略本部の設置など体制が整備され、特

許出願・実施件数の拡大等知的財産活動が活性化されていることは、特色ある取組で

あると判断される。

（Ⅲ）その他の目標

（１）社会との連携、国際交流等に関する目標

１．評価結果及び判断理由
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【評価結果】 中期目標の達成状況がおおむね良好である

（ ） 「 、 」 （ ）判断理由 社会との連携 国際交流等に関する目標 に係る中期目標 １項目

が「おおむね良好」であることから判断した。

（参考）

平成 ～ 年度の評価結果は以下のとおりであった。16 19

【評価結果】 中期目標の達成状況がおおむね良好である

（判断理由） 「社会との連携、国際交流等に関する目標」に係る中期目標（１項目）が「おおむ

ね良好」であることから判断した。

２．各中期目標の達成状況

① 社会との連携、国際交流等に関する目標

【評価結果】 中期目標の達成状況がおおむね良好である

（判断理由） 平成 ～ 年度の評価結果は「社会との連携、国際交流等に関する16 19
」 （ ） 「 」目標 の下に定められている具体的な目標 １項目 が おおむね良好

であったことから 「中期目標の達成状況がおおむね良好である」であっ、

た。

平成 、 年度の達成状況を踏まえた結果は、１項目が「おおむね良20 21
好」であることから判断した。

＜特記すべき点＞

（優れた点）

○ 中期計画「国際協力事業の充実・発展を図る」について、国際協力機構（ ）とJICA
の連携協力によるアフリカ・中米・アジア等の発展途上国とのプロジェクトが推進さ

れ、また、国際協力推進経費を設け、プロジェクトの創設や若手教員養成促進への支

援を行っていることは、積極的に国際協力事業を展開している点で、優れていると判

断される。

（特色ある点）

○ 中期計画「山間部における健康診断システム、在宅障害者のリハビリテーション、

がん・難病患者在宅医療支援のネットワークを構築する」及び「地域社会での健康教

育や健康作り活動を推進」について、地域住民の健康相談や難病在宅患者支援、リハ

ビリテーション支援等を積極的に行い、がん療養者の医療・看護相談等を地方自治体

との連携協力により実施し、地域医療支援ネットワークが構築されたことは、特色あ

る取組であると判断される。


